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研究成果の概要（和文）： 
医療資源ベクトル解析法とは、個々の医療資源が持つ方向性と大きさを解析するものと定義し

、それを有効利用することにより、限られた医療資源を適正に活用して最大の効果を期待できる

方法論を確立することを目的とするものである。教育研究に関する医療資源の集積を行い、人的

資源については独自に考案した評価軸を用いて、ベクトル解析を行った。全研究期間を通じて「

医療資源ベクトル解析論」として普遍的な理論を確立するための萌芽的な研究をおこなった。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 

We defined that Vector Analysis is one of the methodology analyzing the clinical 
resources which have the size and directions. The purpose of this study is to establish the 
methodology for the effective clinical use of medical resources. We accumulated ourselves 
the educational data and research data about the medical science. Human resources were 
analyzed by Vector Analysis which is new estimation method. We confirmed Vector 
Analysis was useful estimation method for clinical resources. 
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１．研究開始当初の背景 
医療資源は有限である。この限られた資源

は、各医療機関に与えられた使命を遂行する
ために有効に活用されるべきである。医療経
済の観点から、臨床評価指標を用いることで
効率のよい医療が展開できる可能性が高い
と考え、多くの施設で導入が試みられている
が、医療資源の持つ方向性が揃っていないた
め、その効果は不確実である。様々な医療資
源の持つ方向性を整流化することにより、医
療資源の有効活用が可能になると考えられ
るが、この点についての研究は、今なお不十
分である。医療資源が方向性と絶対値を持つ
ことに着目し、医療資源ベクトル解析法を確
立し、客観的・数学的な医療の解析論を展開
することが、今後の臨床医療に有効であると
考え、本研究テーマを想起した。 
 
２．研究の目的 
医療資源ベクトル解析法とは、個々の医療

資源が持つ方向性と大きさを解析するもの
と定義し、それを有効利用することにより、
限られた医療資源を最適に活用することが
可能になる。 

医療資源を絶対値と方向性を有するベク
トルで表示する方法を考案することにより、
医療資源の有効活用が可能になると考えら
れる。人的資源は、有形資源でありながら、
内部に固有のベクトルを有しており、外的要
因や内的要因により容易に方向性に変化が
起こる。個人をいかに評価するかにより、そ
の資源の持つベクトルは大きく変化する。こ
の方向性の変換や絶対値の変化とともに、人
的資源の各要素のベクトルを整流化するこ
とにより、今までにない効果が期待できる。 

本研究では、医療資源の有効利用を図るた
めの手法の一つとして医療資源ベクトル解
析法を確立し、その精度検証と大量データ処
理をもとにした医療資源の可視化を行い、
『医療資源ベクトル解析論』を展開できる基
礎的研究をすすめることを目的とする。 
 
３．研究の方法 

医療資源ベクトル解析法を確立するにあ
たり、解析方法を見出すことを目的としたた
め、初年度及び 2年度まではその検出方法に
研究の主体を置くこととし、医療資源として
の学術資源・研究資源の集積とデータ収集を
おこなった。医療資源ベクトル解析法の基本
理論の考案・推敲をおこない、１医療機関か
ら集積した小規模データの解析を試み、アル
ゴリズムを考案した。 
２年度以降に、医療資源ベクトル解析法の研
究を進めるために複数の医療機関からデー
タを集積する方法論を確立し、アンケートを
実施し、大量データ処理をもとにした医療資 

 
源の可視化を行い、医療資源ベクトル解析論
を展開した。 
 
４．研究成果 
ベクトル解析法に関する基礎的研究を行

った。医療資源のうち、設備資源・経済資源・
環境資源などの有形資源は医療機関の規模
を決定する上で重要な資源であるが、人的資
源・知的資源・技能資源・技術資源などの無
形資源がより重要であることが明らかにな
った。医療資源として学術資源・研究資源の
集積をおこなった。人的資源に対する評価に
影響を与える様々な学術資源や研究資源を
集積した。 

独自に考案したベクトル解析法は、自由記
載を含むアンケート形式とし、評価軸を変化
させることにより、人的資源の評価法を開発
できるように工夫した。膨大なアンケート調
査を実施し、その詳細な解析を行った。医療
機関における職員の持つ医療資源ベクトル
が明らかになった。 
3 年間で完成を目指す本研究において、医

療資源ベクトル解析法を確立するに当たり、
初年度に行ったデータの収集・集積法とベク
トル解析法の手法をもとに、医療資源の現状
把握をさらに深め、日常診療に伴う医療資源
をもとに患者満足度・職員満足度の観点から
解析手法をさらに深めた。 

医療資源のうち、人的医療資源は有限資源
でありながら、内部に方向性を有するととも
に、外部からの影響を受けるため、人的医療
資源となる個人をどのように評価するかに
より、その資源の持つベクトルは大きく変化
することがさらに明確になった。 
 2 年度の後半にはこれまでの研究成果をも
とに、国立大学附属病院 10 施設に対して、
診療部門・看護部門・検査部門・放射線部門・
事務部門に対して、アンケート調査（回答総
数2528、有効回答数2507、有効回答率99.2％）
を実施した。大量のデータのサンプリングを
行い、医療資源の可視化を施行し、医療資源
ベクトル解析法の基本的な手法を確立した。 
 この手法を用いた最終年度の研究では、医
療資源の研究軸に関する集積を行うととも
に、膨大なデータを用いて、独自に考案した
評価軸として、評価軸１（学術･環境･技能･
人格・組織・総合）、評価軸２（教育・研究・
研修・診療・総合・その他）となるベクトル
を設定し、解析を行ない詳細なアンケート結
果は回答施設に冊子（全 103頁）の形で報告
した。評価軸１・評価軸２を 1次ベクトルと
してさらに詳細な解析をすすめ、2 次ベクト
ルとして研究軸・学術軸・診療軸・技能軸・
人格軸・総合軸を設定し、被評価者に合わせ
た分析項目を考案し、人的医療資源の２次ベ
クトル解析を行ない冊子（全 176頁）の形で



報告した。人的資源の評価において、評価
者・被評価者の立場や視点を自由に移動し、
人的資源を有効に活用できる方法論を考案
できる可能性のあることが明らかになった。 
全研究期間を通じて「医療資源ベクトル解析
論」として普遍的な理論を確立するための萌
芽的な研究をおこなうことができた。  
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